
新製品Biacore™ cap-tag capture kit

本キャプチャーキットをお使いいただくと、さまざまなタンパク
質サンプルの相互作用解析アッセイ条件を簡単に最適化でき
ます。決まったプロトコルでタグをつけたら、1日で結果を得ら
れます。
しかも、センサーチップは再利用可能です。
Biacore™ cap-tag capture kitは、タンパク質間相互作用のカ
イネティックおよびアフィニティー解析のアッセイ構築を容易に
します。
Biacore™ cap-tagを使用してタンパク質をSeries S Sensor 

Chip CAPにキャプチャーすれば、少なくとも150サイクルの可
逆的な結合と簡単な再生を可能にします：

タグに関係なく簡単にタンパク質をキャプチャー可能
●   時間短縮、リソースの削減が可能で固定化および再生条件
検討が不要で、時間とリソースを削減

●  再利用可能でコスト効率の良いソリューション
●   丁寧な取扱い説明書と、キット専用のメソッドが用意された

Biacore™ Insight Softwareが実験をサポート

～アッセイ条件の最適化を簡単・安価に～

Biacore™は
もっと身近になる

SPR optimized. Tag. Capture. Reuse.

Series S Sensor Chip 
CAPにキャプチャー
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Biacore™ cap-tagを
タンパク質に結合
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ヒラギノ角ゴProN W3＋Cytiva Aktiv Regular
Protein G Sepharoseのようなゲル担体を用いたバッチ精製では、洗浄時に溶液が残ったり、逆にゲル担体を吸い上げてしまったりする
リスクがあります。一方、Mag Sepharoseは、磁力を利用してビーズを壁面に集積させることができるため（図1）、 “サンプルロスを
抑えて溶液交換ができる” のです。また、遠心操作の必要がないことも操作を手軽に行える理由のひとつになっています。

ヒラギノ角ゴProN W6＋Cytiva Aktiv Bold
Protein G Sepharoseのようなゲル担体を用いたバッチ精製では、洗浄時に溶液が残ったり、逆にゲル担体を吸い上げてしまったりす
るリスクがあります。一方、Mag Sepharoseは、磁力を利用してビーズを壁面に集積させることができるため（図1）、 “サンプルロ
スを抑えて溶液交換ができる” のです。また、遠心操作の必要がないことも操作を手軽に行える理由のひとつになっています。

■ 正体

測定開始
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データ解析
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チップを再利用
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ご注文情報など
詳細はこちらから
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相互作用解析の4つの“したい”をかなえる高感度・6フローセル・ソフトウェア

Biacore™ 1 series
難しい標的を
測定したい

センサーチップ代を
抑えたい

装置の前にいる
時間を減らしたい

データ管理を
安全・便利にしたい

6フローセルがもたらすアッセイの柔軟性と低ランニングコスト

炭酸脱水酵素II に結合するCBSAの相互作用 モノクローナル抗TNFα抗体に結合するTNFαの相互作用

低いノイズレベルでできること
Biacore™ 1 seriesでは有機分子において検出可能な分子サイズの
下限はありません。シリーズ最高感度のBiacore™ 1S+では、最高濃
度で0.5 RU未満のレスポンスしか得られない場合でも、濃度依存的
なレスポンスの差を切り分けます。これにより、活性を維持したまま
の可溶化およびセンサーチップへの固定化が難しい分子との相互作
用を可能とします。

安定したシグナルでできること
密閉されたマイクロ流路系での測定を行うことで、低ノイズ、高いシ
グナル安定性を実現し、10-6 s-1までの非常に遅い解離速度において
も信頼性の高いデータが得られます。下図はBiacore™ 1K+を用いて
Single-cycle kineticsにより評価しています。1時間で5 RU程度しか
解離しない非常に安定した分子複合体では小さな変化量を測定する
ため十分なシグナル安定性が求められます。
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Biacore™ 1K System
 • Biacore™ T200相当感度
 • ペアフローセル
 • サンプルプレート1枚

Biacore™ 1K+ System
 • Biacore™ T200相当感度
 • ペア＋シリアルフローセル
 • サンプルプレート2枚

Biacore™ 1S+ System
 • Biacore™シリーズ最高感度
 • ペア＋シリアルフローセル
 • サンプルプレート2枚

アップグレード
可能

ペアフローセル：
3回分の測定でコスト
パフォーマンスに優れる

②研究者B①研究者A ③研究者C

シリアルフローセル：
直列したフローセルに
アナライトを流して
最大5分子に対するデータを取る

分子B分子A 分子C 分子D 分子E

Biacore™ 1K
Biacore™ 1K+、1S+


